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はじめに
時代の要請を背景としたさまざまな保育ニーズに対応できる人材の輩出が､保育者養成の必須課題
となっている｡本稿は､保育実習､そのなかでも保育実習Ⅰ･保育所実習を扱うものであるが､今日
保育者養成校に要請されている事項に鑑み､本校における2004年度の指導内容 ･方法とそこでの課題
や検討事項をふまえ､2005年度の保育実習Ⅰ･保育所指導の内容 ･方法をどのようにおこなおうとし
ているのかを明らかにするものである｡さらになお今後の課題として残されている事柄について提示
したい｡
1.今日､保育実習指導に要請されている事項の確認
2003年12月9日厚生労働省雇用均等 ･児童家庭局長通知 ｢指定保育士養成施設の指定及び運営の基
1)
準｣によって､保育士養成校に要請された事項は次のようなものである｡
罪-に､守秘義務の遵守についての指導徹底､第二に､総合的な実習を可能とする実習保育所の選定
である｡後者は､乳児保育､障害児保育および一時保育等の多様な保育サービスを実施しているとこ
ろで実習をおこなうことができることの要請である｡また､第三に､実習施設への訪問･指導の徹底､
もしくは同等の体制整備､第四に､実習期間中の指導内容の記録化､が示されている｡第三と第四に
関しては､訪問指導者が実習中の学生のそれまで受けた事前 ･事後指導の内容やその実習で取り組む
課題についてあらかじめ熟知している必要があり､実習中に課題変更等が生じたばあいには適切な指
導をおこなうとともに､その経過を記録化することが求められている0
これらは､ますます､養成校と保育実践の場が､保育実習に関する理念や目的を相互に再確認しあ
い､共働関係のもとに用語の統一を検討し､評定尺度や記録様式の最適化を図ることなどが必要とさ
れていることを意味する｡また､実習中に学生が直面する実践的課題への､双方を挙げての組織的対
応を進めることが望まれているということである｡養成校と実習施設相互の意思の疎通を図り､地域
単位で共通の記録様式や評価項目を定める取り組みなどを進める動きもある｡
2.本校における2004年度の保育所実習指導の取り組みと残された課題
本学で2004年には､保育士資格の取得を希望する学生がおこなう保育実習Ⅰ･保育所実習を1年次
10月に一週間､学生みずからが承諾を得た出身園か出身地域の公立園でおこなうものとしていた｡規
定では､おおむね10日の実習と定められているが､夏季休暇中の自主体験学習 (単位にはならないが
学生の自主的な保育現場における学習活動であり､秋の実習を予定している同一の保育所において3
2)
日ほど､本実習への動機付けや準備を兼ねて実施するもの)を奨励し､本実習そのものは1週間とし
ていたのである｡
保育所実習の内容については､実際の保育現場で保育士の保育を見学 ･観察 ･部分参加することに
より､保育士の職務内容､子どもの実態､保育所における保育の意義を理解するもの､と位置づけた｡
ねらいは､①一日および一週間の保育の流れを理解する ②子どもの発達段階に応じた遊びや生活の
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様子を理解する ③指導計画の立案とその実践を試みる(部分実習) ④保育士の職務内容と保育姿勢
3)
を理解する ⑤保育士になるための責任を自覚する､と項目化した｡
この実習に先立っ事前指導は､3コマおこなった｡1時間目には､実習の意義や目的を確認したう
えで､保育所機能の確認と1日の流れをつかむことに重点を置いた指導をおこなった｡保育所 ･幼稚
寓制度比較表で両者の違いを復習したのち､3-5歳児の日課と照合しながら､未満児向けデイリー
プログラムを書き込む作業を通して保育所の機能をより深く認識できるよう指導した｡
2時間Elには､保育士の職務を知るために､乳幼児の ｢基本的生活習慣｣をその発達の過程に沿っ
ておさえ､保育者としての援助や配慮について具体的にイメージすることができるよう図った｡
3時間目には､実習におもむき直ちに必要となる自己紹介を準備することを目標に､グループごと
に ｢自己紹介データ票｣を用いて発表しあい､相互に評価し改善しあう活動を試みた｡この間､実習
日誌を書くためのミニマム･エッセンシャルズとして､180字ほどの実習日誌頻出漢字の自己学習を
促した｡
このような事前指導の内容は､実習委員会の保育実習Ⅰ･保育所実習担当者が協議のうえ編成し､
授業は2クラスに分け持ち､学生数を少人数化して担当した｡同一内容の指導を分け持って実施する
ばあいにはなおのこと､授業内容の自主編成にとどまらず協同編成ともいうべき手続きがとれたこと
は指導の手続きとして有意義であったと考える｡
実習後には､同様のクラス分けで事後指導を1コマおこなった｡そこでは､｢実習終了報告書 (煤
育所)｣シートの作成と口頭発表､提出を義務づけた｡同シートは､実習園の概要､実習園から事前
に指導を受けたこと､実習生として事前に準備したこと､実習を体験して (反省 ･後輩へのアドバイ
ス)などの項Elからなり､本実習全体を自己総括し､今後の継続する実習への構えをっくることや後
輩への引継ぎ､大学への要望を吸い上げる機能をもたせたものである｡反省 ･アドバイスの項目には､
自主実習をおこなうことの有効性や紙芝居 ･手遊び･絵本を何度も練習しておくことの必要性につい
て記すものが多く見られ､詳細な計画の立案(時案)の必要性､挨拶の重要性､健康管理の大切さなど
について記すものもあった｡
今後の課題として自覚化されたことは､多くの時間を割けない実習事前指導の内容をどのように編
成すれば､より実習のねらいを達成するために有効なのか､さらに検討が必要であるということであっ
た｡また､実習直前チェック事項を明文化し､実習開始にあたっての心構えや用意すべきものの徹底
をはかったが､少人数ではあれメンタルな面での把握に課題を残した｡保健室やゼミ担当教員､教育
相談担当教員と連携を図るなどして指導体制をより充分なものとする必要が確認された｡さらに､保
育士資格としてより専門的な資質や技能が要請されている状況にあって､本保育所実習と後続のより
本格的な実習である保育実習Ⅱとの内容の連携､事前事後指導の組織形態､実施時期や期間をどのよ
うにするかが課題として残された｡
3.2005年度保育実習 l･保育所実習の実施にむけて
(1)保育実習 ]･保育所実習の内容とねらい
り
教育課程上における保育実習Ⅰ(5単位)の目標と内容を確認しておこう｡目標は､1.児童福祉
施設の内容､機能等を実習現場での体験を通して理解させる 2.既習の教科全体の知識 ･技能を基
礎とし､これらを総合的に実践する応用力を養う 3.保育士としての職業論理と子どもの最善の利
益の具体化について学ばせる､というものである｡
保育実習指導 (1単位)の ｢ねらい｣は､保育実習を円滑に進めていくための知識 ･技術を習得し､
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学習内容 ･課題を明確化するとともに､実習体験を深化させる､とし､｢内容｣は次のように掲げら
れている｡
1.事前指導として学内において講義や視聴覚学習等を用いた演習を行い､また実習施設において
見学 ･オリエンテーション等を行う.とりあげる内容は次の通りである.(1)保育実習の意
義､目的､内容の理解｡(2)保育実習の方法の理解｡(3)実習の心構えの理解｡とりわけ､
個人のプライバシーの保護と守秘義務､子どもの人権尊重についての理解｡(4)実習課題の
明確化｡(5)実習記録の意義 ･方法の理解｡(6)実習施設の理解｡
2.実習中に巡回指導を行い､実習施設の実習指導担当者との連携のもとに､実習生へのスーパー
ビジョンを行う｡
3.実習終了後に､事後指導として実習総括 ･評価を行い､新たな学習目標を明確化させる｡
本学における保育実習Ⅰ･保育所実習 (2単位)は､2005年に､それまでの一週間実習から10日間
の実習へと転換し､実習時期も10月から11月開始へと変更することになった｡この10日間の保育所実
習と1年次後期に開講される学内での保育所実習指導の部分をもって保育実習Ⅰ･保育所実習とする｡
5)
その実習の内容は､保育現場で保育士の保育を見学 ･観察し､保育所の生活に参加することにより､
乳幼児への理解を深めるとともに､保育所の機能や保育士の職務を理解することであり､ねらいは､
次の6項目を掲げた｡
① 保育の一日の流れを理解し､参加する｡
② 子どもの発達過程に応じた生活や遊びを理解する｡
③ 指嶺計画の立案とその実践を試みる (部分実習)ことにより保育技術を習得する｡
④ 職員間の役割分担とチームワークについて理解する｡
⑤ 保育士としての倫理を具体的に学ぶ｡
⑥ 安全および疾病予防への配慮について理解する｡
なお実習対象園は､原則として公立の園とすることとした｡近隣に公立園のない学生には出身園な
どの私立の園も認めている｡2005年度の実習期間は､11月7日 (月)から11月19日 (土)までと設定
した｡
(2) ｢基礎ゼミ｣における学科を挙げての実習指導体制への移行
本学では､これまで実習委員会が実習に関する協議や決議､執行をおこなってきたが､これに加え､
実習に関する協議や､実習委員会での決定事項を全教員へ周知徹底するため幼児教育学科全教員から
構成される拡大実習委員会と称する会が組織された｡拡大実習委員会での協議 ･周知徹底を受けて､
各教員は週1回の ｢基礎ゼミ｣の授業時間に教育実習 Ⅰおよび保育実習 Ⅰ･保育所実習の事前指導を
おこなう体制となった｡
このような実習委員会のみならず学科を挙げて実習指導に取り組んでゆこうとする動きは､各学生
が教育実習Ⅱと保育実習Ⅱの目的 (テーマ)を清書するまでの添削指導や実習園への現地指導､実習
園からの評価伝達､実習日誌の返却など､ゼミ担当教員による指導としてそれまでにもみられたが､
実習現地指導が徹底強化されるなどの動向の中でさらに推し進められることとなった｡
4月初回の ｢基礎ゼミ｣の時間には､ゼミ毎に2年間の実習一一実習の目的や資格との関わり､実
習実施時期､実習姿勢､実習実施基準など一一について指導した｡保育実習Ⅰ･保育所実習指導にお
ける各学生の実習園決定までの手続きは次のとおりである｡保育所実習に参加する学生は､ ｢基礎ゼ
ミ｣初日に､保育所実習希望票を提出する｡それにもとづき実習委員会保育実習Ⅰ･保育所担当者は､
1園に学生2名までを人数調整し､学生が実習を依頼する園を掲示する｡学生は､この決定をみてか
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ら､各自がアポイントメントをとり､特別な事情がない限りは､4月下旬から5月上旬の連休に､実習
の依頼のため保育所 (保育園)を訪問し､内諾を得てくるのである｡
2回目､3回目の ｢基礎ゼミ｣は､園への実習依頼のしかたや園訪問時のマナー､質問事項などに
ついて指導する時間に当てる｡そのご6週のゼミは教育実習指導に当てられるが､6月末から7月初
旬のゼミにおいては､保育実習の意義や実習の目的､夏季休暇中の保育所実習事前指導､細菌検査実
施指導､自主体験学習についての指導が予定されている｡
実習の目的 (テーマ)設定についても､2004年度までは全学生同一の､短大が掲げた ｢ねらい｣を
自らの ｢実習生個人票｣に転記して取り組んだが､2005年度からは実習期間が10日間となることもあ
り､学生は､保育所実習の内容とねらいを理解した上で､各自､実習の目的 (テーマ)を考えること
とした｡どのような目的意識をもって各自が実習に臨むのか､それまで履修した科目や事前指導をも
とに､自らの言葉で説明できる目的 (テーマ)設定を試み､｢保育所実習の目的｣を鉛筆で下書きし
て､ゼミ担当教員の指導を受ける｡ゼミ担当教員から清書の許可が出た後､実習園への発送書類であ
る ｢保育所実習の日的｣および ｢実習生個人票｣を清書し､期限内に実習指導室へ提出するものとし
た｡
(3)実習実施基準の明確化と保育実習 l･保育所実習
実習をおこないうる資格については､これまでにも実習ガイドブックに規定があり､学生へ周知が
なされていたが､提出書類提出期限遅滞や欠席理由､それらの事後処理などをめぐってトラブルにな
りがちな要素を含んでいた｡教員免許同様､保育士資格というグレードアップが要請されている資格
についてはなおのこと､実施基準の透明化とさらなる資格希望者への周知徹底が必要であるとの判断
から､実習委員会では､2004年度末に ｢実習実施基準｣の内容を精査する作業が進められた｡そこで､
｢指導の上､実習を許可することもある｣や ｢実習を認めない場合もある｣､｢特別な理由のない限り
出席していること｣などの暖味で含みを残した条項は削除し､透明化が図られたのである｡本学にお
6)
いては､｢実習の実施については学科会議において決定する｣と誼っている｡
実習実施基準には､心身の健康､学業成績､学習態度や出欠席の状況､子どもの人権や実習園の名
誉の遵守を実習資格とする項目からなるが､この度､変更事項のあった保育実習Ⅰ･保育所実習に関
わる内容は､｢それぞれの実習を実施する前の学期までの成績において､当該資格取得のための必修
科目 (専門科目)に不可 ･失格がないこと｣､｢実習に必要な事前の提出物や終了後の提出物が､期日
までに提出されていること｣､｢保育実習事前事後指導において､不足なく受講していること｣を要件
としている｡
(4)保育所実習日誌の評価基準明確化の試み
2005年度 ｢基礎ゼミ｣における保育実習指導体制開始をにらみ2004年12月には､保育実習Ⅰ (保育
所実習日誌)を各ゼミ担当教員が評価することを前提に､学生が実習中に記述した実習日誌の内容を
めぐる学習会を開催した｡実習園による実習総体の評価は､短大から評価項目を記したシートへの評
定を依頼している｡日誌に関しては記載する内容についての詳細や評価基準を明示していないため､
当然のことながら実習園によるばらつきが見られた｡また､学生からの園への申し入れや短大での事
前指導の不徹底さにもよるのだろう､実習園における日誌の指導に程度の差異が見られた｡評価をす
ることになって､養成校である本校における事前指導との関係で評価項目と評価基準を明確化する必
要が自覚化されたのである｡
同月9日付けで実習委員会は､拡大実習委員会における討議をふまえ保育実習Ⅰ(保育所実習日誌)
の評価項目および判定基準をっぎのように定める旨､各ゼミ担当教員へ通知した｡ゼミ担当教員によ
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る実習日誌の評価は､次の評価項目および判定基準にもとづくものとした｡
保育実習Ⅰ(保育所実習日誌)評価項目
1.記録の項目に記載もれがなく､読みやすくペンで書かれている｡
2.誤字脱字が少ない｡
3.保育の基本用語が使われている｡ ､
4.稚拙な表現がなく､文語体で書かれている｡(日本語の文章の体裁を整えている｡)
5.適切な活動目標 (｢今日試みたいこと｣)が設定されている｡
6.指導者の指導が以後の記載に反映されている｡
7.幼児の活動と保育者 (実習生を含む)の動きが対応して記載されている｡
8.幼児の活動と保育者の動きに対応する気づさが記載されている｡
9.総合反省に保育の解釈を記載する努力がみられる｡
10.記録の記載が日を追って向上している｡
判定基準は､A:上記10項目のうち9-10個を満たしている｡
B:上記10項目のうち6-8個を満たしている｡
C:上記10項目のうち0-5個を満たしている｡
ただし､短大へのノート提出遅れについては､上記10項目の如何に限らずCとする｡
実習評価の全体構造は､本校における事前事後指導における評価 (実習日誌の評価を含む)を40%､
り
実習園における評価を60%とし､総合評価するものと定めている｡
(5) ｢保育実習｣の授業内容
1年次後期から始まる ｢保育実習Ⅰ｣(事前事後指導)における授業内容､その保育実習Ⅰ･保育
Elk:
所実習の部分について記しておこう｡4コマの指導と1コマ分の直前ガイダンスを予定している｡1
回目は､保育実習Ⅰ･保育所実習の意義 ･目的の理解､実習の具体的な内容把握と10日間の実習計画
についての理解､2回目は､■実習の段階を学び､具体的な内容と実習の方法についての理解､保育士
職務と役割の理解､3回目は､実習目的 (テーマ)の再確認と各自の実習課題の明確化､記録の意味･
記録のとり方､部分実習時案の作成､4回目は､子ども理解と守秘義務についての指導を計画してい
る｡直前ガイダンスでは､実習態度 ･マナー･園における事前指導の確認など実習直前指導をおこな
うこととなる｡
10日間の実習計画については､実習園でご指導いただく領域では.あるが､･養成校としてq)計画案
(あくまでも試案)､すなわち､子どもの発達のありようと養護 ･教育のあり方とをどのように理解し
実践すればよいのか､実習プログラムを示せればと考えている｡実習の段階については､｢観察実習｣
- ｢参加実習｣- ｢指導実習｣(｢指導計画｣を提出し､指導担当職員の代わりに部分実習をおこな
う)における各内容と方法について指導する｡また､実習園の服務規程遵守の指導はいうまでもない
が､今日､徹底指導が要請されている､個人のプライバシーの保護と守秘義務の遵守､子どもの人権
尊重については､公務員法条項や ｢全国保育士会倫理綱領｣にもとづき指導を徹底したい｡
これらの指導過程を､教員主導の講義形式の授業のみではなく､多くをゼミ担当教具による演習形
式で進めることで指導の効果を高めたい｡ただ､-教員がすべての内容を担いうるはずもなく､それ
ぞれの専門性をもった教員が教科間 ･教員間の有機的な関連性を意識し､専門性を発拝しあって､授
業内容が共同的に編成されることが望ましい指導形態ではないかと考える｡今まさに､学生が ｢何を｣､
｢どこまで｣指導され習得しているのか､というミニマムエッセンシャルズ (必要最低量)が明示され､
養成校学科全教員の共同性と同時に､養成校と実習園双方の共同性がっくられてゆけぽこのうえない｡
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おわUに
これまで2004年度および2005年度の保育実習Ⅰ･保育所実習の取り組みに関して､本学において課
題化され手の入れられた箇所を中心にまとめてきた｡自覚化されっつも今後さらに検討を要する課題
が存在する｡第-に､保育実習Ⅱとの継続性 ･段階性を考慮して､どのように保育実習Ⅰ･保育所実
習の到達目標を設定することが妥当なのか､という問題である｡目標設定との関係で､保育実習Ⅰの
達成度の如何を省みる事後指導が手厚く計画化できないかという課題も存在する｡第二に､訪問指導
および訪問指導記録の充実については､今後､形式 ･方法について議論を重ね､シートを準備してゆ
きたいと考えている｡
本学は大規模に保育士養成をおこなっている｡そのため､指導の効果を高めるための努力も不断に
惰ることなく続いている｡2005年度から大幅に取り入れられるゼミ担当教員による1ゼミ25人指導体
制の実現もその一環である｡しかし､-教員が実習に関するすべての内容を担いうるはずはない｡各
教員の学問の自由を背景とした教育権の保障は､保育士養成課程にあってどのような授業内容を編成
すればよいのか衆知を結集することと相矛盾するものではない｡第三に､それぞれの専門性をもった
教員が実習を意識して日々の授業を構築することや､実習のための授業内容を共同的に編成すること
が必要である｡保育士の専門性を担保するためには､そうした指導の共同性を担保する研修時間やF
Dの観点からの共通理解も課題となる｡
国家資格化された保育士養成課程にあって､学生が実りのある実習をおこなうため､そして､それ
をいざなう充実した実習指導のため､学科を挙げてミニマムスタンダードを意識した取り組みをさら
に進めてゆきたい｡
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